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序は
じ
め
に
本
書
は『
伊
勢
物
語
』の
江
戸
時
代
の
一
版
本
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
版
本
の
書
誌
説
明
を
し
、
次
に
、
こ
の
版
本
を
軸
に
し
て
、
こ
の
版
本
の
源
流
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
版
本
の
影
響
下
に
成
立
し
た
諸
本
に
も
言
及
し
て
み
た
い
。
一
傍
注
資
料
と
発
行
時
期
ま
ず
、
本
書
の
書
誌
及
び
傍
注
資
料
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
た
い
。
１
書
誌
説
明
本
書
は
、
縹
色
布
目
地
の
表
紙
（
二
六
・
〇
×
一
六
・
一
糎
）
の
左
に
題
簽
（
双
郭
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
絵
入
新
版
伊
勢
物
語
註
入
」
と
刷
る
。
袋
綴
（
四
穴
）。
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
第
一
丁
表
よ
り
本
文
が
始
ま
る
が
、
右
上
に
「
遠
藤
氏
印
」（
一
・
六
×
一
・
六
、
朱
）
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
匡
郭
（
単
郭
、
二
一
・
九
×
一
六
・
二
）
が
あ
り
、
各
章
段
の
右
上
に
、
例
え
ば
、「
初
段
」
と
章
段
数
を
記
す
。
柱
心
に
「
伊
勢
上
一
」
な
ど
と
記
す
。
一
面
十
二
行
。
用
字
は
、
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
で
、
句
点
を
記
す
。
ま
た
、
定
家
の
奥
入
り
を
記
す
が
、
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
傍
注
を
記
す
。
１
語
句
の
意
味
。
２
仮
名
に
漢
字
を
当
て
た
も
の
。
３
和
歌
の
出
典
、
作
者
名
な
ど
。
４
人
名
、
贈
り
名
な
ど
。
５
人
名
の
考
証
、
出
家
時
の
注
記
。
６
年
齢
の
明
示
。
７
人
物
関
係
（
血
族
な
ど
）
の
説
明
。
８
官
職
の
推
移
。
９
別
本
と
の
本
文
比
較
。
な
ど
で
あ
り
、
挿
し
絵
が
あ
る
。
上
巻
に
十
四
面
、
下
巻
に
十
六
面
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、「
か
す
が
の
之
さ
と
」
の
よ
う
に
タ
イ
ト
ル
を
付
す
。
第
一
丁
か
ら
第
二
十
四
丁
表
ま
で
が
上
巻
で
、
第
二
十
五
丁
か
ら
第
五
十
四
丁
裏
三
行
目
に
、「
下
巻
終
」
と
あ
り
、
以
下
、
後
で
あ
げ
る
が
、
本
奥
書
と
「
寛
文
二
年
刊
記
」
と
が
続
く
。
第
五
十
五
丁
表
よ
り
第
六
十
五
丁
表
ま
で
、
刊
行
販
売
中
の
書
物
の
広
告
が
入
る
。
第
六
十
五
丁
裏
に
、
次
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。明
治
十
年
八
月
十
三
日
南
傳
馬
町
千
書
堂
に
お
ひ
て
も
と
む
あ
た
ひ
十
銭
（
四
行
程
度
の
間
隔
あ
り
、
筆
跡
が
変
わ
る
）
明
治
三
十
四
年
三
月
求
む
（
蔵
書
印
）
こ
の
末
尾
の
下
に
、「
遠
藤
蔵
書
」（
二
・
〇
×
二
・
〇
、
朱
）
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
続
い
て
、
裏
見
返
し
に
、
発
行
書
肆
名
が
あ
る
。
本
書
は
後
刷
り
で
あ
ろ
う
が
、
本
奥
書
及
び
刊
記
、
発
行
書
肆
名
、
広
告
記
事
な
ど
か
ら
、
そ
の
原
版
が
い
つ
頃
の
も
の
で
あ
る
鳴門教育大学研究紀要
第２２巻 ２００７
『
新
版
絵
入
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
松
原
一
義
（
キ
ー
ワ
ー
ド
：
伊
勢
物
語
・
寛
文
二
年
版
本
・
天
福
本
・
正
徹
・
東
常
縁
・
蜷
河
新
右
衛
門
）
―２４１―
か
を
推
定
し
て
み
た
い
。
２
識
語
及
び
刊
記
に
つ
い
て
本
書
に
は
、
第
五
十
四
丁
裏
に
第
百
二
十
五
段
（
最
終
段
）
の
記
事
が
二
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
、
第
三
行
目
の
下
端
に
、「
下
巻
終
」
の
埋
木
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
次
の
識
語
と
刊
記
と
が
見
え
る
。
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今
案
也
更
不
可
用
之
此
物
語
古
人
之
説
々
不
同
或
稱
在
中
将
之
自
書
或
稱
伊
勢
筆
作
就
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
華
言
葉
而
已
戸
部
尚
書
在
判
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
所
証
本
不
違
一
字
一
點
令
透
写
遂
并
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
遁
者
也
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
寛
文
二
年
任寅
仲
春
下
旬
開
板
こ
れ
を
仮
に
訓
読
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
近
代
狩
の
使
の
事
を
以
て
端
と
為
る
の
本
出
で
来
た
り
。
末
代
の
人
の
今
案
な
り
。
更
に
之
を
用
ゐ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
物
語
古
人
の
説
同
じ
か
ら
ず
。
或
は
在
中
将
の
自
書
と
稱
し
、
或
は
伊
勢
の
筆
作
と
稱
す
。
彼
此
に
就
き
て
書
き
落
す
事
等
有
り
。
上
古
の
人
強
ち
に
其
の
作
者
を
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。
只
だ
詞
華
言
葉
を
翫
ぶ
べ
き
の
み
。
戸
部
尚
書
在
判
前
半
部
分
だ
け
の
訓
読
で
あ
る
が
、「
戸
部
尚
書
」
と
は
藤
原
定
家
の
こ
と
で
あ
る
。
後
半
部
分
は
そ
の
定
家
筆
の
禁
裏
本
を
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
透
写
し
た
こ
と
を
記
す
記
事
で
あ
る
。
た
だ
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
刊
記
を
も
つ
絵
入
版
本
を
調
査
し
て
み
る
と
、
大
津
有
一
氏
の
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
の
「
補
遺
篇
・
索
引
篇
・
図
録
篇
（
１
）
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。
第
八
七
図
寛
文
二
年
版
伊
勢
物
語
桃
園
文
庫
蔵
本
書
は
大
型
二
冊
よ
り
成
り
、
絵
入
、
十
二
行
、
本
文
挿
絵
共
に
縦
七
寸
一
分
五
厘
・
横
五
寸
三
分
の
輪
郭
を
有
す
る
本
で
あ
る
。
天
福
本
の
勘
物
を
行
間
に
刻
し
、
奥
に
は
前
掲
「
近
代
以
二
狩
使
事
一
云
々
」「
右
書
本
者
云
々
」
の
二
識
語
及
び
寛
文
二
年
任寅
仲
春
下
旬
開
板
。
の
刊
記
が
存
す
る
。
こ
の
版
は
広
く
流
布
し
た
も
の
ら
し
く
後
刷
も
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
版
元
不
明
。
こ
れ
が
本
版
本
と
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
な
お
、
初
刷
か
後
刷
か
の
別
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
点
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
鉄
心
齋
文
庫
所
蔵
『
伊
勢
物
語
図
録
』
第
二
集
（
２
）
の
記
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
、「
明
治
覆
刻
・
寛
文
二
年
本
」
と
し
て
、
八
・
九
の
二
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
と
も
に
本
書
と
同
じ
識
語
と
刊
記
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
字
配
り
、「
下
巻
終
」と
あ
る
埋
木
も
同
じ
形
を
示
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
は
、
そ
の
刊
記
の
後
に
、
丁
数
を
変
え
て
、「
尾
陽
東
壁
堂
製
本
略
目
録
」
が
続
い
て
お
り
、
後
者
は
、
次
が
裏
見
返
し
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
次
の
刊
記
が
あ
る
。
和
漢
洋
書
籍
発
兌
処
東
京
帝
国
大
学
京
都
帝
国
大
学
高
等
師
範
学
校
第
一
高
等
学
校
御
用
書
肆
学
習
院
帝
国
図
書
館
大
阪
市
東
区
博
労
町
四
丁
目
廿
七
番
邸
発
行
印
刷
者
青
木
恒
三
郎
東
京
市
日
本
橋
通
壱
丁
目
製
本
代
表
者
青
木
嵩
山
堂
大
阪
市
心
斎
橋
筋
博
労
町
同
青
木
嵩
山
堂
後
に
『
古
事
記
伝
』
以
下
の
広
告
記
事
を
も
つ
本
書
と
は
明
ら
か
に
別
刷
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
松 原 一 義
―２４２―
３発
行
書
肆
名
及
び
広
告
記
事
に
つ
い
て
裏
見
返
し
の
発
行
書
肆
名
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
江
戸
日
本
橋
通
一
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛
同
日
本
橋
通
二
丁
目
須
原
屋
新
兵
衛
同
浅
草
茅
町
二
丁
目
須
原
屋
伊
八
発
行
同
日
本
橋
通
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
同
芝
神
明
前
岡
田
屋
嘉
七
同
両
国
横
山
町
三
丁
目
和
泉
屋
金
右
衛
門
同
芝
神
明
前
和
泉
屋
吉
兵
衛
大
坂
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
河
内
屋
喜
兵
衛
書
肆
同
心
斎
橋
通
安
土
町
河
内
屋
和
助
同
心
斎
橋
通
博
労
町
河
内
屋
茂
兵
衛
同
心
斎
橋
通
安
堂
寺
町
秋
田
屋
太
右
衛
門
京
都
麩
屋
町
通
姉
小
路
上
ル
俵
屋
清
兵
衛
尾
州
名
古
屋
本
町
通
七
丁
目
永
楽
屋
東
四
郎
こ
れ
と
似
た
書
肆
名
が
出
て
い
る
も
の
と
し
て
、『
万
葉
集
略
解
』、『
新
古
今
美
濃
の
家
づ
と
折
添
』、『
詞
通
路
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
本
居
宣
長
や
本
居
春
庭
関
係
の
著
が
多
い
。
本
書
も
お
そ
ら
く
後
刷
で
あ
ろ
う
が
、
初
刷
は
本
居
宣
長
、
春
庭
の
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
本
書
の
『
伊
勢
物
語
』
部
分
の
後
に
は
、『
古
事
記
傳
』、『
万
葉
集
略
解
』、『
三
大
考
』、『
神
代
正
語
』、『
出
雲
国
造
神
寿
後
釈
』、『
御
遷
幸
長
歌
』、『
三
代
調
和
歌
類
題
』、『
江
戸
職
人
歌
合
』、『
玉
勝
間
』
な
ど
の
刊
行
案
内
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
古
事
記
傳
』
の
紹
介
に
、
次
の
記
事
が
見
え
る
。
文
政
五
年
に
至
て
全
部
刻
成
云
々
…
…
中
略
…
…
か
へ
す


よ
み
心
得
お
く
べ
き
書
な
る
よ
し
附
巻
目
録
凡
例
の
末
に
子
息
春
庭
主
記
し
置
れ
た
り
も
っ
と
も
下
る
年
号
と
し
て
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
が
見
え
る
。
本
書
の
刊
行
は
、
従
っ
て
、「
文
政
五
年
」
以
前
で
は
あ
り
得
な
い
。
本
居
春
庭
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
没
な
の
で
、
妥
当
な
年
次
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
巻
末
付
録
の
『
三
大
考
』
の
広
告
部
分
に
は
、
さ
ら
に
次
の
記
事
が
見
え
る
。
平
田
篤
胤
翁
の
著
さ
れ
た
る
霊
御
柱
と
云
書
も
専
此
三
大
考
に
原
き
て
述
ら
れ
つ
ら
む
と
覚
ゆ
抑
三
大
と
は
天
た
か
ま
の
は
ら
地
く
に
泉
ま
た
月
を
い
ふ
の
三
に
し
て
仏
書
に
地
水
火
風
を
四
大
と
称
す
る
に
准
へ
た
る
号
な
る
べ
け
れ
ど
仏
説
と
は
天
地
の
異
に
し
て
漢
儒
の
旧
説
と
は
表
裏
せ
り
但
後
説
に
開
け
た
る
西
洋
の
測
算
に
よ
る
如
く
な
れ
ど
是
便
自
然
に
さ
る
べ
き
神
代
の
傳
の
ま
ゝ
な
る
と
こ
ろ
也
平
田
篤
胤
の
『
霊
御
柱
』
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
高
知
県
立
図
書
館
の
山
内
文
庫
に
は
、
谷
（
大
神
）
影
井
の
『
仏
論
』
と
い
う
写
本
に
平
田
篤
胤(
〜
一
八
四
三
）
が
朱
で
書
き
込
み
を
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
『
仏
論
』
は
仏
教
を
神
道
の
立
場
か
ら
批
判
的
に
述
べ
た
も
の
で
、
篤
胤
が
『
仏
論
』
に
朱
を
入
れ
た
の
は
、
影
井
の
依
頼
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
篤
胤
の
関
心
を
引
き
、
多
く
の
朱
を
入
れ
る
結
果
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
影
井
の
弟
子
の
安
岡
百
樹
は
両
者
の
手
紙
を
も
首
尾
に
添
付
し
て
、
篤
胤
没
後
二
十
八
年
の
明
治
三
年
、
そ
れ
を
清
書
し
て
完
成
稿
と
し
、
大
神
影
井
述
平
田
篤
胤
評
と
共
著
の
形
に
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
本
書
は
、
巻
末
付
録
か
ら
見
て
、
文
政
五
年
以
降
、
篤
胤
没
年
以
前
の
刊
行
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
寛
文
二
年
版
『
伊
勢
物
語
』
の
源
流
寛
文
二
年
版
『
伊
勢
物
語
』
の
源
流
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
１
長
禄
二
年
透
写
の
定
家
本
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
版
本
以
前
に
、
こ
の
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
透
写
の
記
事
を
も
つ
伝
本
と
し
て
、
大
津
有
一
氏
が
紹
『新版絵入伊勢物語』について
―２４３―
介
さ
れ
る
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
版
『
伊
勢
物
語
（
３
）
』
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
八
三
図
明
暦
元
年
版
伊
勢
物
語
桃
園
文
庫
蔵
大
型
二
冊
。
輪
郭
（
天
地
七
寸
五
厘
）
あ
る
十
二
行
本
。
本
文
の
行
間
に
天
福
本
の
勘
物
を
有
し
、
奥
に
次
の
識
語
が
存
す
る
。
…
…
中
略
…
…
版
元
不
明
。
大
津
有
一
氏
が
示
す
識
語
（
省
略
）
に
は
訓
点
が
付
加
し
て
あ
る
が
、
鉄
心
齋
文
庫
所
蔵
『
伊
勢
物
語
図
録
』
第
二
集
の
四
の
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
本
に
も
、
次
の
刊
記
（
４
）
が
見
え
る
。
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今
案
也
更
不
可
用
之
此
物
語
古
人
之
説
々
不
同
或
稱
在
中
将
之
自
書
或
稱
伊
勢
筆
作
就
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
花
言
葉
而
已
戸
部
尚
書
在
判
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
所
証
本
不
違
一
字
一
點
令
透
写
遂
再
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
遁
者
也
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
于
時
明
暦
元
年
乙未
七
月
吉
日
令
開
板
之
こ
れ
に
つ
い
て
、
図
録
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
四
…
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
本
二
冊
（
匡
郭
二
一
・
五
×
一
五
・
五
糎
、
絵
匡
郭
一
九
・
〇
×
一
四
・
〇
糎
）
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
の
版
本
ま
で
は
匡
郭
が
な
く
、
初
め
て
匡
郭
を
加
え
た
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
版
で
あ
る
が
、
こ
の
版
も
匡
郭
が
あ
る
。
上
棚
に
段
序
を
表
示
し
、
和
歌
の
頭
に
出
典
な
ど
を
示
す
ほ
か
、
行
間
に
天
福
本
の
勘
物
を
持
つ
。
ま
た
絵
に
は
「
東
五
条
」「
あ
く
た
川
」「
三
河
の
国
八
は
し
」
な
ど
場
所
を
注
記
す
る
が
、
こ
れ
は
寛
文
二
年
版
な
ど
後
代
の
版
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
絵
は
嵯
峨
本
と
同
じ
構
図
だ
が
、
上
巻
の
十
四
図
、
下
巻
十
六
図
、
計
三
○
図
に
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
も
後
代
の
版
本
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
版
元
未
詳
。
こ
れ
を
寛
文
二
年
版
本
と
比
較
す
る
と
、
絵
の
数
が
一
致
す
る
が
、
両
書
の
間
に
は
、
次
の
よ
う
な
相
違
点
も
見
え
る
。

絵
の
注
記
は
、
両
書
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
三
河
の
国
八
は
し
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
み
か
わ
の
国
八
は
し
」
と
表
記
を
変
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

絵
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
細
部
が
変
化
し
て
い
る
。

和
歌
を
二
行
書
き
に
す
る
と
こ
ろ
を
寛
文
本
で
は
一
行
書
き
に
す
る
。

従
っ
て
、
改
行
は
か
な
り
相
違
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
明
暦
本
を
寛
文
二
年
版
本
の
識
語
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今
案
也
更
不
可
用
之
此
物
語
古
人
之
説
々
不
同
或
称
在
中
将
之
自
書
或
称
伊
勢
筆
作
就
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
花
言
葉
而
己
。
戸
部
尚
書
在
判
。
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
所
証
本
不
違
一
字
一
点
令
透
写
遂
再
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
遁
者
也
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
于
時
明
暦
元
年
未
七
月
吉
日
令
開
板
之
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今
案
也
更
不
可
用
之
此
物
語
古
人
之
説
々
不
同
或
称
在
中
将
之
自
書
或
称
伊
勢
筆
作
就
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
華
言
葉
而
已
戸
部
尚
書
在
判
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
所
証
本
不
違
一
字
一
点
令
透
写
遂
并
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
逢
者
也
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
寛
文
二
年
寅
仲
春
下
旬
開
板
松 原 一 義
―２４４―
こ
の
明
暦
本
が
「
再
校
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
寛
文
本
は
「
并
校
」
と
し
、「
難
遁
」
を
「
難
逢
」
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
、
寛
文
二
年
版
本
を
誤
読
し
た
も
の
か
と
も
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
、
両
書
に
は
、「
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
」
と
、「
自
筆
」
と
「
禁
裏
御
本
」
と
の
間
に
は
字
間
が
あ
り
、
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
文
二
年
版
本
は
や
は
り
こ
の
明
暦
本
を
受
容
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
鉄
心
齋
文
庫
所
蔵
『
伊
勢
物
語
図
録
』
第
十
集
（
５
）
の
十
七
の
「
静
香
書
屋
旧
蔵
本
」
に
は
、
次
の
奥
書
が
見
え
る
。
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今
案
也
更
不
可
用
之
此
物
語
古
人
之
説
々
不
同
或
稱
在
中
将
之
自
書
或
稱
伊
勢
筆
作
就
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
華
言
葉
而
已
戸
部
尚
書
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
所
証
本
不
違
一
字
一
點
令
透
写
遂
再
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
遁
者
也
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
こ
れ
な
ら
最
初
か
ら
「
合
多
本
所
用
捨
也
可
備
証
本
」
の
部
分
が
な
く
、
長
禄
二
年
書
写
時
の
事
情
を
記
す
奥
書
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
刊
記
を
付
せ
ば
、
明
暦
本
の
奥
書
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
「
静
香
書
屋
旧
蔵
本
」
は
、
そ
の
書
写
時
期
も
近
世
で
あ
り
、
本
来
あ
っ
た
天
福
本
の
勘
物
も
な
く
、
こ
の
「
静
香
書
屋
旧
蔵
本
」
の
方
が
、
明
暦
元
年
本
の
原
本
だ
っ
た
と
見
な
す
に
は
無
理
が
あ
る
。
で
は
、
こ
の
明
暦
本
が
受
容
し
た
伝
本
は
ど
れ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
２
「
戸
部
尚
書
」
奥
書
と
「
長
禄
二
年
」
奥
書
と
に
つ
い
て
世
に
武
田
本
と
い
う
伝
本
が
あ
る
。
そ
の
武
田
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
奥
書
（
６
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
合
多
本
所
用
捨
也
、
可
備
証
本
、
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
、
末
代
之
人
今
案
也
、
更
不
可
用
之
、
此
物
語
古
人
之
説
不
同
或
稱
在
中
将
之
自
書
、
或
稱
伊
勢
筆
作
、
就
彼
此
有
書
落
事
等
、
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
、
只
可
翫
詞
華
言
葉
而
已
戸
部
尚
書
判
こ
の
武
田
本
で
あ
れ
ば
、「
合
多
本
所
用
捨
也
可
備
証
本
」
の
部
分
を
除
け
ば
、
明
暦
本
の
前
半
部
分
の
識
語
を
ほ
ぼ
書
き
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
武
田
本
は
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
て
き
た
の
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
武
田
本
は
、天
福
二
年
本
と
は
別
系
統
の
本
文
を
も
つ
が
、藤
原
定
家
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
「
伝
飛
鳥
井
雅
康
筆
本
室
町
時
代
写
（
７
）
」
に
よ
れ
ば
、「
或
本
奥
書
」
と
し
て
、「
合
多
本
所
用
捨
也
」
に
始
ま
る
武
田
本
奥
書
を
記
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
藤
原
為
相
（
一
二
六
三
〜
一
三
二
八
）
の
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
以
祖
父
卿
真
筆
本
不
違
一
字
書
写
校
合
之
可
備
証
本
矣
藤
為
相
為
相
の
「
祖
父
卿
」
と
は
、
藤
原
定
家
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
自
筆
本
を
一
字
違
わ
ず
書
写
校
合
し
た
と
い
う
。
こ
の
為
相
奥
書
は
、「
伝
宗
阿
筆
本
（
８
）
」、「
三
種
奥
書
本
（
９
）
」
に
も
見
え
る
。
こ
の
定
家
本
は
冷
泉
為
相
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
伝
二
条
為
重
筆
本
南
北
朝
写
（
１０
）
」
に
よ
れ
ば
、
巻
末
に
武
田
本
奥
書
を
記
し
た
後
、
貞
治
四
年
の
藤
原
為
秀(
〜
一
三
七
二
）
の
奥
書
を
記
す
。
貞
治
四
年
八
月
一
日
於
今
年
者
尤
一
秋
可
献
大
樹
歟
之
由
門
弟
之
輩
少
々
被
催
促
之
処
師
斯
更
不
得
風
情
之
間
此
物
語
曾
祖
父
入
道
中
納
言
定
家
筆
於
身
重
宝
殊
雖
令
秘
蔵
之
無
力
所
令
献
之
也
仍
俄
於
燈
下
染
筆
不
違
一
字
令
書
写
校
合
訖
於
今
書
以
此
本
可
為
証
矣
従
三
位
藤
原
為
秀
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
八
月
、
時
の
将
軍
は
二
代
足
利
義
詮
で
あ
る
が
、
冷
泉
為
秀
は
、
門
弟
に
催
促
せ
ら
れ
て
、
曾
祖
父
定
家
筆
の
秘
蔵
の
武
田
本
を
将
軍
に
献
上
し
た
。
そ
れ
で
に
わ
か
に
燈
火
の
下
で
一
字
違
わ
ず
書
写
校
合
し
、
証
本
と
し
た
と
い
う
も
『新版絵入伊勢物語』について
―２４５―
の
。
本
書
は
、
そ
の
為
秀
本
の
転
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
為
秀
が
定
家
筆
の
武
田
本
原
本
を
所
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
為
相
か
ら
相
伝
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
、
武
田
本
原
本
は
二
代
将
軍
足
利
義
詮
（
一
三
六
七
没
）
の
所
有
に
帰
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
、
武
田
本
の
奥
書
の
後
に
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
定
家
卿
自
筆
の
禁
裏
御
本
を
書
写
し
た
と
い
う
奥
書
を
も
つ
伝
本
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
義
詮
没
後
、
長
禄
二
年
以
前
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
禁
裏
本
と
な
っ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
武
田
本
に
関
し
て
は
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
三
月
板
行
の
切
臨
の
『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
は
、
次
の
記
事
が
あ
る
。
ご
つ
ち
み
か
ど
の
ご
な
の
の
う
は
た
け
し
ゆ
り
の
と
く
い
ん
に
ま
で
の
こ
う
じ
百
四
代
後
土
御
門
院
の
勅
物
な
る
を
、
百
六
代
後
奈
良
院
の
代
に
、
能
州
畠
山
修
理
大
夫
入
道
徳
胤
、
稱
名
院
殿
并
万
里
小
路
の
だ
い
ふ
の
ふ
ん
じ
つ
あ
さ
く
ら
も
と
め
わ
か
さ
の
い
づ
ぜ
う
前
内
府
御
取
次
に
て
申
給
は
る
。
其
後
一
乱
の
時
に
紛
失
し
、
越
前
の
朝
倉
入
道
宗
順
求
出
し
て
、
若
狭
の
武
田
伊
豆
入
道
紹
し
ん
つ
た
へ
み
よ
し
の
な
が
よ
し
の
ほ
つ
ご
へ
真
に
是
を
傳
た
り
。
故
に
世
に
武
田
本
と
号
す
。
其
後
三
好
修
理
大
夫
長
慶
是
を
傳
た
り
。
彼
人
没
後
数
年
を
経
て
、
天
正
十
い
づ
み
の
さ
か
ひ
ほ
そ
げ
ん
し
の
六
年
仲
秋
、
和
泉
堺
よ
り
求
出
し
て
、
細
川
玄
旨
入
道
所
持
す
。
定
家
自
筆
の
本
、
今
世
に
残
り
し
は
此
本
の
み
也
。
こ
の
武
田
本
は
、
後
土
御
門
院
（
一
四
六
四
〜
一
五
〇
〇
在
位
）
の
勅
物
で
あ
っ
た
の
を
、
後
奈
良
院
（
一
五
二
六
〜
一
五
六
七
在
位
）
の
御
代
に
、
能
登
国
の
畠
山
入
道
徳
胤
が
三
条
西
実
隆
と
万
里
小
路
秀
房
（
天
文
十
五
年
七
月
廿
七
日
〜
前
内
大
臣
）
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
賜
り
、
そ
の
後
紛
失
し
た
。
そ
れ
を
越
前
の
朝
倉
入
道
宗
順
が
発
見
し
て
、
若
狭
の
武
田
入
道
紹
真
に
こ
れ
を
伝
え
た
。
そ
れ
故
武
田
本
と
称
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
こ
れ
は
三
好
長
慶
に
伝
わ
り
、
没
後
数
年
を
経
て
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
七
）
和
泉
の
堺
で
発
見
さ
れ
、
細
川
玄
旨
入
道
が
所
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
武
田
本
と
よ
ば
れ
た
理
由
は
、『
実
隆
公
記
』
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
六
月
二
日
の
条
に
も
「
定
家
卿
自
筆
伊
勢
物
語
武
田
所
持
本
」
と
あ
り
、『
伊
語
当
流
秘
抄
直
解
』
に
「
武
田
所
持
の
定
家
卿
自
筆
の
本
」
と
あ
り
、
更
に
『
惟
清
妙
』
に
も
「
武
田
所
持
の
定
家
の
自
筆
の
本
」
と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
。
３
「
長
禄
二
年
」
奥
書
の
筆
者
だ
が
、
武
田
本
奥
書
だ
け
で
は
、
明
暦
本
の
奥
書
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
点
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
刊
行
か
と
さ
れ
る
無
刊
記
本
で
あ
る
。
本
書
は
一
面
九
行
で
、
絵
を
も
た
ず
、
本
文
の
み
で
章
段
番
号
や
句
読
点
も
な
い
。
注
記
が
多
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
書
に
、
次
の
奥
書
（
１１
）
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
同
廿
二
日
校
畢
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
処
証
本
不
違
一
字
一
点
令
透
写
遂
再
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
遁
者
歟
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
此
本
定
家
卿
之
以
自
筆
写
書
校
合
之
上
者
尤
証
本
無
疑
者
也
桑
門
尭
空
在
判
そ
の
追
加
部
分
と
見
な
す
と
こ
ろ
も
、「
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
」
と
あ
り
、
す
で
に
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
二
月
に
記
さ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
筆
者
は
、「
桑
門
尭
空
」
と
あ
り
、
そ
の
長
禄
二
年
の
奥
書
が
記
さ
れ
た
武
田
本
の
転
写
本
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
依
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
尭
空
」
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
後
期
の
西
山
派
の
僧
の
名
に
も
そ
れ
が
見
え
る
（
１２
）
が
、
そ
れ
は
こ
の
「
桑
門
尭
空
」
と
は
時
代
が
合
わ
な
い
。
こ
の
尭
空
は
、
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
の
こ
と
と
見
な
さ
れ
る
。
だ
が
、
実
隆
だ
と
し
て
も
、
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
に
生
ま
れ
た
実
隆
が
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
こ
の
よ
う
な
奥
書
を
付
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ず
、
実
隆
が
付
し
た
の
は
「
此
本
定
家
卿
之
以
自
筆
写
書
校
合
之
上
者
尤
証
本
無
疑
者
也
」
の
部
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
寛
永
ご
ろ
の
版
本
だ
と
す
れ
ば
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
本
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
識
語
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
随
有
縁
申
出
為
処
証
本
不
違
一
字
一
点
令
透
写
遂
再
校
訖
雖
然
魯
魚
之
誤
猶
難
遁
者
歟
于
時
長
禄
第
二
暦
仲
陽
初
三
候
記
之
此
本
定
家
卿
之
以
自
筆
写
書
校
合
之
上
者
尤
証
本
無
疑
者
也
承
応
三
甲午
暦
春
季
下
旬
松 原 一 義
―２４６―
山
田
市
良
兵
衛
開
板
本
書
に
は
、
匡
郭
が
あ
り
、
絵
も
あ
り
、
上
巻
に
十
七
図
と
絵
抜
き
部
分
が
二
カ
所
、
下
巻
に
二
十
五
図
と
絵
抜
き
部
分
が
一
カ
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
画
中
に
、「
み
や
こ
」「
し
れ
ず
」「
く
は
ん
ば
く
の
に
は
」
な
ど
と
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
匡
郭
に
は
、
章
段
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寛
永
ご
ろ
の
版
本
以
上
に
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
版
本
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
「
右
書
本
者
…
…
（
中
略
）
…
…
三
候
記
之
」
ま
で
の
部
分
を
武
田
本
奥
書
に
追
加
す
れ
ば
、
明
暦
元
年
版
本
と
ほ
ぼ
同
文
に
な
る
。
両
書
の
相
違
点
は
、「
也
」
と
「
歟
」
と
の
違
い
く
ら
い
で
あ
り
、
特
に
、「
定
家
卿
自
筆
」
の
部
分
と
「
禁
裏
御
本
也
」
の
部
分
と
の
間
に
字
間
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
寛
文
二
年
版
本
な
ど
が
踏
襲
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
っ
そ
う
そ
の
可
能
性
が
高
く
な
る
。
だ
が
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、長
禄
二
年
二
月
に
こ
の
武
田
本
を
透
写
し
た
人
物
が
誰
で
あ
る
か
は
や
は
り
不
明
な
の
で
あ
る
。
長
禄
二
年
に
正
徹
が
、「
不
違
一
字
一
点
令
透
写
」
と
い
う
人
物
と
し
て
、
誰
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
千
歳
文
庫
蔵
『
伊
勢
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
根
元
本
系
統
奥
書
の
後
に
業
平
の
勘
物
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
き
、「
合
多
本
所
用
捨
也
」で
始
ま
る
武
田
本
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
さ
ら
に
先
に
あ
げ
た
藤
原
為
相
の
奥
書
が
あ
り
、
次
の
奥
書
が
続
く
。
此
写
本
為
相
卿
自
筆
也
朱
点
に
同
尤
為
証
本
間
不
違
一
字
借
乎
平
氏
数
書
写
校
合
畢
応
永
卅
二
年
三
月
日
正
徹
在
判
定
家
自
筆
本
を
書
写
し
た
為
相
本
は
平
氏
数
（
東
常
縁
の
兄
）
に
伝
来
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
徹
は
そ
れ
を
氏
数
か
ら
借
り
受
け
て
、
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
三
月
に
書
写
校
合
し
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
さ
ら
に
次
の
奥
書
が
続
く
。
先
年
以
愚
本
令
書
写
者
也
重
而
読
合
処
不
相
違
随
分
証
本
之
由
存
者
也
長
禄
二
五
月
廿
五
日
外
題
等
書
之
休
止
痩
正
徹
（
花
押
）
此
一
帖
蜷
河
新
右
衛
門
入
道
智
温
筆
跡
也
同
老
僧
清
岩
奥
書
在
之
雖
為
秘
本
二
保
大
郎
弐
重
依
競
望
進
之
畢
寛
正
五
年
八
月
七
日
（
正
般
花
押
）
正
徹
は
長
禄
二
年
五
月
二
十
五
日
、
そ
れ
を
蜷
河
新
右
衛
門
入
道
智
温
に
書
写
さ
せ
た
と
い
う
。
正
徹
が
奥
書
を
付
し
た
そ
れ
を
秘
蔵
し
た
の
は
正
般
（
正
徹
の
弟
子
）
で
あ
っ
た
が
、
二
保
大
郎
が
望
む
の
で
与
え
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
長
禄
二
年
に
正
徹
が
、
武
田
本
『
伊
勢
物
語
』
を
書
写
さ
せ
た
人
物
と
し
て
、
蜷
河
新
右
衛
門
入
道
智
温
誰
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
蜷
河
新
右
衛
門
入
道
智
温
で
あ
れ
ば
、
正
徹
に
命
じ
ら
れ
て
長
禄
二
年
二
月
に
も
武
田
本
を
書
写
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
４
定
家
卿
自
筆
本
の
書
写
者
だ
が
、
彼
が
書
写
し
た
伝
本
は
、「
為
相
卿
自
筆
」
本
の
転
写
本
で
、
正
徹
筆
の
も
の
で
、
定
家
卿
自
筆
の
本
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
正
徹
奥
書
の
武
田
本
に
よ
れ
ば
、「
合
多
本
所
用
捨
也
」
に
始
ま
る
記
事
と
と
も
に
、
さ
ら
に
次
の
奥
書
（
１３
）
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
此
写
本
定
家
卿
自
筆
也
冷
泉
為
秀
卿
相
伝
之
以
彼
家
注
付
了
則
以
後
本
写
置
処
先
年
於
草
庵
焼
失
無
念
之
間
重
而
以
同
本
誂
東
六
郎
常
縁
書
写
校
合
之
也
為
後
証定
家
卿
奥
書
判
形
等
筆
者
写
置
之
也
於
于
今
可
為
証
本
歟
正
徹
さ
て
、
こ
の
定
家
自
筆
の
武
田
本
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
冷
泉
為
秀
が
相
伝
し
て
い
た
が
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
八
『新版絵入伊勢物語』について
―２４７―
月
、
二
代
将
軍
足
利
義
詮
に
献
上
さ
れ
、
為
秀
の
手
を
離
れ
、
こ
の
後
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
将
軍
家
を
も
離
れ
、
禁
裏
に
納
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
冷
泉
家
び
い
き
の
正
徹
は
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
禁
裏
本
に
な
っ
て
い
た
そ
の
武
田
本
を
写
し
て
置
い
た
の
だ
が
、
先
年
、
草
庵
に
お
い
て
焼
失
し
た
。
無
念
で
あ
っ
た
の
で
、
同
禁
裏
本
に
よ
り
重
ね
て
東
常
縁
に
誂
え
て
書
写
校
合
し
た
。
定
家
卿
の
奥
書
、
判
形
な
ど
を
写
し
て
置
い
た
の
で
、
今
は
こ
れ
を
証
本
と
す
べ
き
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
正
徹
の
草
庵
の
類
火
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
草
根
集
』
二
の
、
次
の
記
事
（
１４
）
が
注
目
さ
れ
る
。
（
永
享
四
年
）
卯
月
二
日
夜
、
中
務
大
輔
の
家
に
と
ゝ
ま
り
侍
る
に
、
夜
半
は
か
り
に
今
熊
野
ゝ
草
庵
本
防
の
類
火
に
焼
侍
る
よ
し
、
暁
告
来
し
か
と
も
、
か
ひ
な
き
事
に
て
そ
侍
し
、
愚
老
廿
歳
の
年
よ
り
よ
み
を
き
し
歌
二
万
六
七
千
首
、
三
十
余
帖
に
か
き
を
き
し
も
、
一
も
の
こ
ら
す
、
惣
て
和
歌
抄
物
、
自
筆
秘
口
伝
等
、
か
す
を
つ
く
し
む
な
し
き
煙
と
な
し
侍
り
ぬ
れ
は
、
今
は
此
道
無
益
に
お
ほ
え
て
、
な
か


と
ゝ
ま
り
侍
る
へ
き
よ
し
思
な
り
ぬ
る
を
、
と
て
も
ほ
と
あ
る
ま
し
き
年
の
す
ゑ
な
れ
は
、
わ
つ
か
に
あ
ら
む
か
き
り
は
、
な
と
か
は
心
を
も
な
く
さ
め
さ
ら
む
な
と
、
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
方
も
侍
る
に
、
け
に
も
と
よ
り
あ
と
な
き
う
た
か
た
の
、
し
は
し
の
ほ
と
を
と
か
く
思
も
、
中
く
執
心
あ
る
か
た
と
お
ほ
え
て
、
其
後
も
い
け
る
か
き
り
の
な
く
さ
め
に
は
又
な
に
を
か
は
と
て
、
ま
し
ろ
ひ
侍
る
、
返
々
も
は
か
な
く
お
ほ
え
侍
る
、
同
八
日
、
阿
波
守
の
家
に
て
な
く
さ
め
ら
る
ゝ
事
に
て
、
人


三
十
首
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
…
…
以
下
略
…
…
正
徹
自
身
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
四
月
二
日
、
今
熊
野
の
草
庵
の
本
坊
の
類
火
で
、
二
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
詠
み
置
い
た
和
歌
、
二
万
六
、
七
千
首
を
三
十
余
帖
に
書
き
置
い
た
も
の
、
抄
物
や
秘
口
伝
な
ど
す
べ
て
が
灰
燼
に
帰
し
た
と
い
う
。
正
徹
の
落
胆
は
深
い
。
ま
た
、『
松
下
集
』
に
も
次
の
記
事
（
１５
）
が
あ
る
。
同
四
年
の
秋
の
こ
ろ
、
本
坊
東
旭
庵
の
住
持
竜
林
和
尚
、
清
岩
の
俗
弟
な
り
、
そ
の
坊
よ
り
火
出
類
火
に
あ
ひ
、
出
京
有
て
、
三
条
坊
門
西
洞
院
と
油
小
路
と
間
南
頬
に
小
庵
の
あ
る
に
移
た
ま
ひ
、
二
、
三
年
有
て
、
又
春
日
の
庵
へ
立
帰
り
給
後
、
粟
津
の
西
か
さ
き
と
い
ふ
所
に
も
年
一
と
せ
は
か
り
住
給
て
、
其
よ
り
都
へ
の
ほ
り
給
て
、
五
条
坊
門
堀
川
に
小
庵
あ
り
て
住
給
こ
ろ
、
改
元
有
て
、
嘉
吉
元
年
正
月
二
日
老
僧
六
十
一
歳
に
て
、
大
事
に
違
例
し
給
ふ
を
、
人
々
尋
来
て
、
有
し
名
残
惜
と
て
、
ふ
し
な
か
ら
題
を
書
給
て
一
座
あ
り
、
老
僧
の
歌
の
中
に
、
山
家
と
云
題
に
て
あ
る
世
に
も
を
と
つ
れ
け
り
な
忘
れ
す
は
山
の
嵐
に
な
き
跡
を
と
へ
と
あ
り
し
、
私
神
祇
の
題
に
て
道
ま
も
る
神
そ
の
は
へ
ん
和
歌
の
浦
に
老
て
か
た
ふ
く
松
の
齢
を
と
詠
し
侍
る
を
、
宗
砌
な
と
褒
美
あ
り
、
正
徹
の
弟
子
、
正
広
は
、
出
火
も
と
の
本
坊
を
「
東
旭
庵
の
住
持
竜
林
和
尚
、
清
岩
の
俗
弟
な
り
」
と
明
か
し
た
上
で
、
そ
れ
が
永
享
四
年
の
秋
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
す
る
。
正
徹
は
こ
の
後
、
出
京
し
、
二
、
三
年
後
に
春
日
の
庵
へ
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。
正
徹
は
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
に
六
十
一
歳
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
永
享
四
年
に
は
五
十
二
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
と
て
も
ほ
と
あ
る
ま
し
き
年
の
す
ゑ
」
と
か
、「
な
き
跡
を
と
へ
」
と
か
い
い
な
が
ら
、
正
徹
は
こ
の
後
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
ま
で
生
き
て
お
り
、
長
禄
二
年
ま
で
に
は
ま
だ
間
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
永
享
四
年
の
類
火
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
正
徹
と
正
広
と
で
初
夏
と
秋
ほ
ど
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
草
庵
焼
失
の
年
次
は
、
永
享
四
年
の
こ
と
か
と
想
像
さ
れ
、
正
徹
が
武
田
本
を
書
写
し
た
の
は
こ
れ
以
前
で
あ
り
、
東
常
縁
に
武
田
本
を
書
写
さ
せ
た
の
は
こ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
正
徹
は
、
冷
泉
派
の
武
家
歌
人
今
川
了
俊
を
師
と
し
て
和
歌
を
学
び
活
躍
し
た
が
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
五
月
九
日
に
七
十
九
歳
で
没
し
て
い
る
。「
長
禄
二
年
」
奥
書
本
の
書
写
時
は
、
そ
の
没
年
の
一
年
前
な
の
で
、
正
徹
が
定
家
卿
自
筆
本
を
透
写
さ
せ
た
人
物
と
し
て
、
ま
ず
東
常
縁
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
成
氏
と
戦
っ
て
敗
れ
、
翌
長
禄
元
年
に
、
幕
府
は
常
縁
に
替
え
て
、
渋
川
義
鏡
を
総
大
将
と
し
て
関
東
に
下
向
さ
せ
て
い
る
。
常
縁
の
動
静
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
不
明
で
あ
る
が
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
は
、
在
京
か
と
さ
れ
て
い
る
（
１６
）
。
こ
の
東
常
縁
で
あ
れ
ば
、
長
禄
二
年
に
在
京
の
可
能
性
が
高
く
、「
定
家
卿
奥
書
判
形
等
」
を
透
写
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
翌
年
五
月
九
日
に
正
徹
が
没
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
正
徹
は
体
力
も
落
ち
て
お
り
、
そ
れ
で
自
ら
転
写
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
東
常
縁
が
禁
裏
本
武
田
本
を
書
写
し
た
の
は
、
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
大
学
図
書
館
蔵
武
田
本
（
１７
）
に
も
、
次
の
記
事
が
あ
る
。
此
写
本
定
家
卿
自
筆
也
、
冷
泉
為
秀
卿
相
伝
之
、
以
彼
家
注
畢
、
則
以
彼
本
置
処
、
先
年
草
庵
焼
失
無
念
之
間
、
重
以
同
本
誂
東
六
郎
常
縁
書
写
校
合
之
也
、
為
後
証
定
家
卿
奥
書
判
形
等
者
筆
写
置
之
也
、
於
于
今
可
為
証
本
歟
正
徹
在
判
松 原 一 義
―２４８―
此
一
帖
雖
為
秘
本
、
杉
原
伊
賀
入
道
殿
以
御
数
寄
有
競
望
上
者
奉
写
本
者
也
、
於
定
家
卿
更
不
出
筐
中
云
々
、
愚
本
為
家
卿
之
注
写
自
筆
畢
宝
徳
二
年
十
二
月
九
日
正
徹
前
半
部
分
は
、
先
の
正
徹
奥
書
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
正
徹
は
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
十
二
月
九
日
に
こ
の
写
本
を
杉
原
満
盛
（
浄
信
）
に
差
し
上
げ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
書
写
時
は
、
こ
の
宝
徳
二
年
十
二
月
九
日
以
前
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
後
花
園
天
皇
、
将
軍
足
利
義
政
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
正
徹
は
禁
裏
本
の
武
田
本
を
自
由
に
借
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
東
常
縁
が
定
家
卿
自
筆
の
武
田
本
を
書
写
し
た
の
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
は
宝
徳
二
年
以
前
の
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
は
長
禄
二
年
よ
り
八
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
東
常
縁
は
長
禄
二
年
に
も
定
家
卿
自
筆
の
武
田
本
を
書
写
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
稲
田
利
徳
氏
は
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
（
１８
）
。
文
献
調
査
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
正
徹
と
常
縁
の
頻
繁
な
交
際
は
、
文
安
六
年（
宝
徳
元
年
）か
ら
宝
徳
二
年
末
頃
ま
で
の
、
約
二
年
間
程
度
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
…
…
中
略
…
…
正
徹
側
の
資
料
で
、
常
縁
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
は
、
東
京
大
学
図
書
館
蔵
「
伊
勢
物
語
」
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
は
、
宝
徳
二
年
十
二
月
九
日
、
杉
原
宗
伊
の
た
め
に
書
写
し
た
由
の
奥
書
の
前
に
、
正
徹
は
為
秀
相
伝
の
定
家
自
筆
本
を「
先
年
於
草
庵
焼
失
無
念
之
間
、
重
以
同
本
誂
東
六
郎
常
縁
書
写
校
合
之
也
」
と
記
す
。
従
っ
て
、
常
縁
が
、「
伊
勢
物
語
」
を
書
写
校
合
せ
し
め
ら
れ
た
の
は
、
宝
徳
二
年
十
二
月
以
前
、
草
庵
焼
失
の
永
享
四
年
以
後
と
な
る
が
、
こ
れ
も
、
宝
徳
元
〜
二
年
頃
の
可
能
性
が
強
い
。
東
常
縁
が
長
禄
二
年
に
定
家
自
筆
本
を
書
写
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
想
像
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
定
家
自
筆
本
の
書
写
者
と
し
て
は
、
や
は
り
蜷
河
新
右
衛
門
入
道
智
温
の
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
結
長
禄
二
年
二
月
書
写
本
の
本
文
と
注
記
寛
文
二
年
版
本
は
、
天
福
本
と
武
田
本
の
い
ず
れ
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
紙
面
の
都
合
で
、
用
例
は
す
べ
て
省
記
す
る
が
、
ま
ず
、
参
考
の
た
め
に
承
応
三
年
版
本
を
も
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
勘
物
を
比
較
し
て
み
た
が
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
導
か
れ
た
。

勘
物
比
較
表
と
承
応
三
年
版
本
天
福
本
と
承
応
三
年
版
本
と
は
、「
業
平
朝
臣
」以
下
の
勘
物
が
、
天
福
本
で
は
巻
末
に
、
承
応
本
で
は
序
部
分
に
見
え
る
な
ど
、
そ
の
位
置
を
異
に
す
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
寛
文
二
年
版
本
は
、
承
応
三
年
版
本
を
介
し
て
、
天
福
本
に
近
い
。

明
暦
元
年
版
本
と
承
応
三
年
版
本
次
に
、
天
福
本
・
承
応
三
年
版
本
・
明
暦
元
年
版
本
・
寛
文
二
年
版
本
の
次
の
章
段
、
す
な
わ
ち
、
六
段
、
十
一
段
、
十
二
段
、
十
九
段
、
二
十
段
を
対
校
し
て
、
そ
の
本
文
異
同
部
分
を
示
す
と
、
わ
ず
か
な
部
分
の
比
較
で
、
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
承
応
三
年
版
本
は
寛
文
二
年
版
本
よ
り
天
福
本
に
近
い
。
逆
に
、
明
暦
元
年
版
本
は
承
応
三
年
版
本
よ
り
寛
文
二
年
版
本
に
近
い
。
寛
文
二
年
版
本
の
成
立
に
至
る
本
文
の
流
れ
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
に
つ
い
て
本
書
を
天
福
本
と
武
田
本
と
の
関
係
で
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
も
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
用
例
を
類
似
関
係
か
ら
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
天
福
本
と
一
致
天
福
本
に
近
い
例
ど
ち
ら
に
近
い
と
も
い
え
な
い
例
武
田
本
と
一
致
２４
例
３
例
２
例
１３
例

全
体
的
に
見
て
、
寛
文
二
年
版
本
の
本
文
は
武
田
本
よ
り
天
福
本
に
近
い
。
だ
が
、
右
表
の
よ
う
に
、
武
田
本
に
近
い
場
合
も
か
な
り
あ
り
、
そ
の
本
文
が
い
ず
れ
に
よ
っ
た
か
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
合
多
本
所
用
捨
也
」
と
い
う
記
事
も
あ
り
、
本
書
が
多
本
の
用
捨
本
で
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

寛
文
二
年
版
本
の
勘
物
は
、
天
福
本
の
も
の
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
同
版
本
の
本
文
は
、
多
本
を
用
捨
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
天
福
本
の
勘
物
な
ど
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
そ
の
巻
末
の
識
語
に
な
ぜ
武
田
本
の
奥
書
が
引
か
れ
る
の
か
。
寛
文
二
年
版
本
に
も
っ
と
も
近
い
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
明
暦
元
年
版
本
に
よ
れ
ば
、
武
田
本
の
識
語
が
す
で
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
承
応
三
年
版
本
に
は
、
前
半
部
分
は
な
い
が
、「
右
書
本
者
為
定
家
卿
自
筆
禁
裏
御
本
也
」
以
下
の
部
分
の
識
語
が
付
さ
れ
て
い
た
。
『新版絵入伊勢物語』について
―２４９―
本
文
は
と
も
あ
れ
、
識
語
や
奥
書
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
権
威
付
け
る
た
め
に
自
在
に
添
付
、
削
除
さ
れ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。注
（
１
）
大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
有
精
堂
、
昭
和
三
五
年
一
〇
月
初
版
。
昭
和
六
一
年
八
月
、
六
刷
。
（
２
）
芦
澤
美
佐
子
解
説
、
鉄
心
齋
文
庫
所
蔵
『
伊
勢
物
語
図
録
』
第
二
集
、
伊
勢
物
語
文
華
館
、
平
成
四
年
四
月
。
（
３
）
同
（
１
）。
（
４
）
同
（
２
）。
（
５
）
芦
澤
美
佐
子
解
説
、
鉄
心
齋
文
庫
所
蔵
『
伊
勢
物
語
図
録
』
第
八
集
、
伊
勢
物
語
文
華
館
、
平
成
八
年
三
月
。
（
６
）
池
田
亀
鑑
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
研
究
篇
、
有
精
堂
、
昭
和
三
五
年
一
〇
月
初
版
。
昭
和
六
一
年
八
月
、
六
刷
。
（
７
）
芦
澤
美
佐
子
解
説
、
鉄
心
齋
文
庫
所
蔵
『
伊
勢
物
語
図
録
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
場
合
は
、
略
し
て
「
図
録
第
一
集
、
十
三
」
の
よ
う
に
記
す
。
（
８
）
図
録
第
十
八
集
、
一
。
（
９
）
図
録
第
十
八
集
、
三
十
一
。
（
１０
）
図
録
第
一
集
、
五
。
（
１１
）
図
録
第
十
六
集
、
三
、
改
行
、
原
本
の
ま
ま
。
（
１２
）
福
田
秀
一
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店
、
昭
和
四
七
年
三
月
。
（
１３
）
図
録
第
五
集
、
三
。
（
１４
）
私
家
集
大
成
、
第
５
巻
、
中
世

、
和
歌
史
研
究
会
編
、
明
治
書
院
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
初
版
。
昭
和
五
八
年
三
月
再
版
。
（
１５
）
私
家
集
大
成
、
第
６
巻
、
中
世

、
和
歌
史
研
究
会
編
、
明
治
書
院
、
昭
和
五
一
年
五
月
初
版
。
昭
和
五
八
年
四
月
再
版
。
（
１６
）
井
上
宗
雄
『
東
常
縁
』
東
常
縁
年
譜
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
一
一
月
。
（
１７
）
同
（
６
）。
（
１８
）『
正
徹
の
研
究
中
世
歌
人
研
究
』
笠
間
書
院
、
昭
和
五
三
年
三
月
。
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This thesis attempts to present the context of the new printing of Isemonogatari and intends to refer to
not only the original printing but the versions composed around the new printing which is an edition printed
in the Edo period. To develop the theory, this thesis centers on the new printing.
The context, written at that time in the preface or in the postscript of the text in order to explain the ori-
gin of the printing, was sometimes attached or deleted afterward. It can aim to increase the worth of the text.
About the new printing of Isemonogatari with the illustrations
Kazuyoshi MATSUBARA
―２５１―
